
第２章　リスクアセスメントの実施手順

作業手順（作業名） 危険性又は有害性と発生のおそれのある災害

＜定常作業＞

型締め作業

ハンマー打ちの時、楔のまくれが飛散し体に当る。

ハンマーでクランプに楔を効かす時、外れて落ちたクランプが足に当り足を負傷する。

ハンマー打ちの時、緩んでいたハンマーの頭が飛び体に当たる。

楔を大ハンマーで叩こうとしたところ、空振りした弾みでバランスを崩して転倒する。

上型に中子セット

ドリルで穴を開けていたところ、ドリルが貫通する時の勢いでドリルで体を打ち負傷する。

下からナットを締めようと顔を近づけたところ、砂が目に入って目を負傷する。

下からナットを締めようと顔を近づけたところ、外れたナットが顔に当って負傷する。

中子納め作業 金枠の縁に上がって中子納めをしようとしたところ、足を踏み外して転倒し体を負傷する。

上型型合わせ作業 金枠によじ登ってダボの位置を合わせようとしたところ、足が滑って転倒し体を負傷する。

目塗り作業 足元が不安定なため、滑って転倒し体を負傷する。

外型反転作業
吊り荷の下に足をいれてカイモノの位置を調整していたところ、吊り荷のワイヤーが切れ、

足をはさまれて負傷する。

ガスバーナー乾燥
ガスバーナーを倒して保管中、物が当って手元バルブが開き、ガス漏れによりガス中毒に

なる。

ピット内作業 換気が悪く温度も高いため、熱中症になる。

新作鉄板枠 造型中金枠の縁に足を乗せた時、足が滑って転倒し体を負傷する。

中子面取り作業 中子の高さがまちまちで姿勢の悪い状態で作業をするため、腰を痛める。
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